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埼玉大学学術情報発信システム
（SUCRA）の構築に向けて

SUCRAは研究室の成果を発信します
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利用

埼玉大学学術情報発信システム
（SUCRA：Saitama University Cyber Repository of Academic Resources）

学術雑誌掲載論文
紀要論文
科学研究費補助金成果報告書
学会発表スライド
学位論文
電子教材 など

総合情報基盤機構

システム構築・維持管理
↓

情報メディア基盤センター

データ収集・蓄積・保存
↓

図 書 館
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大学構成員の教育研究成果を、収集・蓄積・

保存し、無償で学内外へインターネット発信

埼玉大学学術情報発信システム
（SUCRA)とは

機関リポジトリ（Institutional Repository）

期待される効果

• 可視性・可読性の向上→Google等で探しやすくなります

• 成果の長期保存を保証→研究室の負担を軽減します

• 教員総覧データベースと連携→データを効果的に活用



総合情報基盤機構会議資料

各研究室にお願いしたいこと （１）

成果の収集に関して
SUCRA立ち上げ時のコンテンツ形成に向けて

本学教員の学術論文リスト作成・送付
・２００１－２００６年発表分
・データベース（Web of Science）から抽出
・学科／講座等ごと

該当論文の提供

各研究室

該当論文の確認

図書館

SUCRAへの該当論文の登録

①

②

出版社が公開を
認めている論文

なるべく
電子ファイルで！

１０月

年内に
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学術論文リストから該当論文を
提供いただけるなら・・・

出版社が認めている一般的な公開形態と
は？

電子ジャーナルからダウンロードしたPDFファイル
出版社のロゴ等が入ったファイル（校正中など）

認めている出版社は少数です

Author Final Version
（著者側にある最終稿）
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論文投稿と著作権譲渡

Ａ

accept

プレプリント１ プレプリント２ 著者最終稿

acceptされるこ
とになった
最終確定稿 校正

Ｂ

学術
雑誌

１～３回程度

著作権譲渡

レイアウト調整、誤字・脱字校正
＊英文構成レベルの改変がある場合もある

出版社
（publisher)

査読者
（referee
)

編集者
(editor)

著者
（author)

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

出典：北海道大学学術成果コレクションＨＵＳＣＡＰ「資料追加の手順」
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リスト以外の学術論文のご提供

今後発表される学術論文のご提供

学術論文以外のお手持ちコンテンツ
（学会発表スライドなど）のご提供

著作権処理に関するご協力

各研究室にお願いしたいこと （２）

窓口： 図書館SUCRA担当

内線 ５００３


